


信州大学医学部附属病院てんかんセンター　副センター長　福山　哲広

てんかんセンター開設のお知らせ

　てんかんは発症が新生児から老年に至る全年
齢層に及び、約100人に1人が持つ頻度の高い神経
疾患です。他分野と同様に、近年の医療技術の進
歩に伴い、てんかんの医療も大きく変わっていま
す。今まで分からなかったてんかんの原因が分かる
ようになり、新しい薬や外科治療によって症状が良
くなる患者さんが増えてきています。また、自動車
運転免許や就労の問題など、てんかん診療には難
しい判断を迫られる場面が多々あります。患者さん
がてんかんのことで困ったときに相談できる包括
的な窓口が必要です。当院では専門的で包括的な
てんかん診療の窓口として2018年4月にてんかん
専門外来を開設しました。お陰様で長野県内の多
くの患者さんに受診していただき、順調にその診療
の幅を広げてきています。2020年10月に長野県て
んかん診療支援拠点機関の指定を受け、てんかん
診療支援コーディネーターがてんかんに関連するさ
まざまな相談に乗っています。2021年2月からは
てんかん外科手術もできるようになり、現在は日本
国内でできるてんかん治療はほぼ自施設でできる
ようになりました。2024年6月に院内外の診療連
携体制をより強化する目的で信州大学医学部附属
病院てんかんセンターを開設しました。てんかんに
併存する精神疾患や神経難病の診療、遺伝学的診
療および遺伝相談等も行っています。

　当院のてんかんセンターは、てんかんと関係が

ある全ての患者さんが受診できます。てんかんは難
しい病気ですから、難治てんかんの患者さんだけ
でなく、診断後間もない段階やてんかん発作が抑
えられている状態でも、てんかん専門医の関与が
患者さんの人生を変えることが多々あります。も
し、てんかんに関連する悩みがある場合は、当院て
んかんセンターの受診を検討してみてください。ま
た受診する程ではないけれど、就労や生活の相談
に乗ってほしい、てんかんに関する勉強会を開きた
い、といったご希望は「てんかん相談支援部門」で
受け付けます。ホームページまたは電話でご連絡く
ださい。

　今後も地域の皆さんのお役に立てるように、信
州大学医学部附属病院てんかんセンターを発展さ
せていきます。どうぞよろしくお願いします。

信州大学医学部　周産期のこころの医学講座　村上　寛

信州大学医学部附属病院×松本山雅 FC
「ママサポ企画」

■外来日　：毎週月曜日、木曜日　午後（完全予約制）
■予約方法：紹介状が必要です。まずはかかりつけ医へご相談ください。　　
　　　　　  外来予約センター：0263-37-3500（平日のみ9時～17時）
■てんかん相談支援専用電話：0263-37-3386（平日のみ10時～16時）
■ホームページ　https://wwwhp.md.shinshu-u.ac.jp/tenkan/

てんかんセンターについて

相談窓口の案内

　信州大学医学部と松本山雅FCの「ママサポ企
画」が始まった2021年はコロナ禍でした。

　コロナ禍のキーワードは、「不要不急の外出を控
える」で、新型コロナウイルス感染防止対策上、非常
に大切なキーワードであることは間違いありません
でした。ただ、妊産婦さんやお母さんも、このキー
ワードのもとステイホームを余儀無くされ、ご家庭に
よっては孤立している可能性がありました。新型コロ
ナウイルス感染防止対策は非常に重要、しかし家に
籠ることはメンタルヘルス上決して好ましいことで
はありません。妊娠生活や育児生活はマラソンのよ
うなもので、特にコロナ禍の終わりが見えない中、た
まには思いっきり外の空気を吸ってリフレッシュして
頂くことがメンタルヘルス上大切であると考えたの
です。その様な意向を最初に受け止めてくださったの
が松本をホームタウンとするサッカーJリーグのチーム
「松本山雅FC」でした。元々信州大学と松本山雅
FCは包括的連携協定を締結していたご縁で、松本山
雅FCのホームタウン活動担当の方にお会いすること
ができました。妊産婦さんやお母さんのメンタルヘル
スに関する上記の課題をお話ししたところ、「ママサ
ポ企画」という企画をご一緒させて頂けることになり
ました。毎年1回、妊産婦さんやお父さんお母さんが
試合を観戦しやすいようなシートをご用意する企画
です（詳細：https://www.yamaga-fc.com/ar-
chives/319854）。

　このような妊産婦さんやお父さんお母さんに対す
る「ママサポ企画」を松本山雅FCと続けていく中
で、信州大学医学部附属病院東7階病棟における小
児患者に付き添いされる保護者の方々の状況を知り
ました。

　小児患者が入院治療を受ける際、未就学児にお
いては常時保護者の付き添いが必要となります。し
かしその保護者の食事は病院から提供することはで
きず、保護者それぞれで調達をしなければなりませ

ん。調達の選択肢は主に自宅からの差し入れか病院
内のコンビニエンスストアで購入の2つとなります。
しかし、当院入院中の小児患者は松本地域だけでは
なく信州全域から来られること、また病院内のコン
ビニエンスストアで買う場合病棟専属の保育士に子
供を預けなくてはなりません。常時5～10人の小児
患者付き添いの保護者に対して１人の保育士の配置
であるため保育士が1人の子供を預かれる時間は限
られてしまいます。

　本課題に対して2023年から松本山雅FCと議
論・調整を続け、「ママサポ企画」の一環として松本
山雅FCの選手達に食事を提供する「喫茶山雅」が定
期的に小児患者に付き添う保護者に対して弁当を届
けるプロジェクトを協働することと致しました。本企
画の第1回目を6月26日に行いました。第1回目は弁
当を届ける際に松本山雅FCの選手の方々にも同席
して頂き、写真撮影やサインなどを通じて小児患者
に付き添う保護者を応援して頂きました（写真）。今
後も基本的に毎月開催する予定です。

　小児科には長期入院の患者さんが多くいます。そ
のため、入院中でも季節を感じられるよう、定期的
に行事を企画しています。7月23日に夏の最大イベン
トである花火大会を開催しました。最高気温36度に
もなった夏らしい日でした。スタッフは浴衣や法被を
着て、祭りムードを盛り上げます。縁日の夜店のよう
に、おもちゃを並べたコーナーで、子ども達はどのお
もちゃにしようか楽しそうに選んでいました。

　18時半に花火を開始してから、たくさんの手持
ち花火を楽しみました。炎の色が変わったり、なかな
か火が付かなかったり、様々な場面でいつもより大
きな声と笑顔ではしゃぐ姿が見られました。ナイヤガ
ラの滝によるフィナーレでは拍手喝采です。いつもは
治療で苦しい思いもある子どもも、この時ばかりは
満面の笑みで家族、スタッフとともに楽しい時間をす

ごしました。

　子どもが外に出た瞬間に言った「外は暑いね」と
いう言葉が心に残っています。私達にとって当たり前
の暑さも、入院中は感じられないのです。春の花見、
夏の花火大会といったイベントを通して、外気や季節
を感じる時間を作る大切さを感じています。秋から
冬にはハロウィン、クリスマス、節分が控えています。
これからのイベントも皆の笑顔が楽しみです。

小児科花火大会を開催しました

「ぼうしの会」のご紹介
信大病院で活動するボランティア

ぼうしの会　代表　松本　恵美子

東7階病棟　草間　恵里

　ぼうしの会では2009年から、タオルや手ぬぐいでケア帽子を作り、定
期的に持ち寄って患者さんに差し上げるボランティア活動を行っています。

　患者さんからは、タオル生地なので通気性もよく肌触りがいいと、喜ん
で使っていただいています。季節に応じて、寒い時期は厚手のものを、夏は
手ぬぐいで薄手のものを作り、生地の柄を生かした形のものも作っていま
す。患者さんが少しでも気持ちが明るくなり、前向きになっていただければ、
と思いながら一針一針、縫い進めています。ほかにも、「この帽子からがん
ばってと応援してもらっているような気がする」とか、「ほかの方の視線が気
にならなくなった」というお声をいただいています。

　治療で脱毛された方や、手術やけがで頭部の保護が必要な方は、各病棟、通院治療室および総合案内に
ケア帽子がありますので、どうぞ、看護師さんや病院スタッフの方にお気軽に声をかけていただき、お気に入
りのものを入手してください。会のメンバーは、より多くの方々にこのケア帽子を使っていただけると嬉しく
思い、励みになります。

　今後ともぼうしの会の趣旨をご理解の上、タオルの寄付（※）などのご協力を賜りますようお願いいたし
ます。※タオルの寄付受付は新品のものに限ります。

※世界メンタル ヘルスデーとは、世界 精神 衛生 連 盟
（WFMH）が、1992年より、メンタルヘルス問題に関す
る世間の意識を高め、偏見をなくし、正しい知識を普及す
ることを目的として、10月10日を「世界メンタルヘルス
デー」と定めました。その後、世界保健機関（WHO）も協
賛し、正式な国際デー（国際記念日）とされています。
（https://www.mhlw.go.jp/kokoro/mental_health_-
day/about.htmlより抜粋）。
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ます。※タオルの寄付受付は新品のものに限ります。

※世界メンタル ヘルスデーとは、世界 精神 衛生 連 盟
（WFMH）が、1992年より、メンタルヘルス問題に関す
る世間の意識を高め、偏見をなくし、正しい知識を普及す
ることを目的として、10月10日を「世界メンタルヘルス
デー」と定めました。その後、世界保健機関（WHO）も協
賛し、正式な国際デー（国際記念日）とされています。
（https://www.mhlw.go.jp/kokoro/mental_health_-
day/about.htmlより抜粋）。



信州大学医学部附属病院てんかんセンター　副センター長　福山　哲広

てんかんセンター開設のお知らせ

　てんかんは発症が新生児から老年に至る全年
齢層に及び、約100人に1人が持つ頻度の高い神経
疾患です。他分野と同様に、近年の医療技術の進
歩に伴い、てんかんの医療も大きく変わっていま
す。今まで分からなかったてんかんの原因が分かる
ようになり、新しい薬や外科治療によって症状が良
くなる患者さんが増えてきています。また、自動車
運転免許や就労の問題など、てんかん診療には難
しい判断を迫られる場面が多々あります。患者さん
がてんかんのことで困ったときに相談できる包括
的な窓口が必要です。当院では専門的で包括的な
てんかん診療の窓口として2018年4月にてんかん
専門外来を開設しました。お陰様で長野県内の多
くの患者さんに受診していただき、順調にその診療
の幅を広げてきています。2020年10月に長野県て
んかん診療支援拠点機関の指定を受け、てんかん
診療支援コーディネーターがてんかんに関連するさ
まざまな相談に乗っています。2021年2月からは
てんかん外科手術もできるようになり、現在は日本
国内でできるてんかん治療はほぼ自施設でできる
ようになりました。2024年6月に院内外の診療連
携体制をより強化する目的で信州大学医学部附属
病院てんかんセンターを開設しました。てんかんに
併存する精神疾患や神経難病の診療、遺伝学的診
療および遺伝相談等も行っています。

　当院のてんかんセンターは、てんかんと関係が

ある全ての患者さんが受診できます。てんかんは難
しい病気ですから、難治てんかんの患者さんだけ
でなく、診断後間もない段階やてんかん発作が抑
えられている状態でも、てんかん専門医の関与が
患者さんの人生を変えることが多々あります。も
し、てんかんに関連する悩みがある場合は、当院て
んかんセンターの受診を検討してみてください。ま
た受診する程ではないけれど、就労や生活の相談
に乗ってほしい、てんかんに関する勉強会を開きた
い、といったご希望は「てんかん相談支援部門」で
受け付けます。ホームページまたは電話でご連絡く
ださい。

　今後も地域の皆さんのお役に立てるように、信
州大学医学部附属病院てんかんセンターを発展さ
せていきます。どうぞよろしくお願いします。

信州大学医学部　周産期のこころの医学講座　村上　寛

信州大学医学部附属病院×松本山雅 FC
「ママサポ企画」

■外来日　：毎週月曜日、木曜日　午後（完全予約制）
■予約方法：紹介状が必要です。まずはかかりつけ医へご相談ください。　　
　　　　　  外来予約センター：0263-37-3500（平日のみ9時～17時）
■てんかん相談支援専用電話：0263-37-3386（平日のみ10時～16時）
■ホームページ　https://wwwhp.md.shinshu-u.ac.jp/tenkan/

てんかんセンターについて

相談窓口の案内

　信州大学医学部と松本山雅FCの「ママサポ企
画」が始まった2021年はコロナ禍でした。

　コロナ禍のキーワードは、「不要不急の外出を控
える」で、新型コロナウイルス感染防止対策上、非常
に大切なキーワードであることは間違いありません
でした。ただ、妊産婦さんやお母さんも、このキー
ワードのもとステイホームを余儀無くされ、ご家庭に
よっては孤立している可能性がありました。新型コロ
ナウイルス感染防止対策は非常に重要、しかし家に
籠ることはメンタルヘルス上決して好ましいことで
はありません。妊娠生活や育児生活はマラソンのよ
うなもので、特にコロナ禍の終わりが見えない中、た
まには思いっきり外の空気を吸ってリフレッシュして
頂くことがメンタルヘルス上大切であると考えたの
です。その様な意向を最初に受け止めてくださったの
が松本をホームタウンとするサッカーJリーグのチーム
「松本山雅FC」でした。元々信州大学と松本山雅
FCは包括的連携協定を締結していたご縁で、松本山
雅FCのホームタウン活動担当の方にお会いすること
ができました。妊産婦さんやお母さんのメンタルヘル
スに関する上記の課題をお話ししたところ、「ママサ
ポ企画」という企画をご一緒させて頂けることになり
ました。毎年1回、妊産婦さんやお父さんお母さんが
試合を観戦しやすいようなシートをご用意する企画
です（詳細：https://www.yamaga-fc.com/ar-
chives/319854）。

　このような妊産婦さんやお父さんお母さんに対す
る「ママサポ企画」を松本山雅FCと続けていく中
で、信州大学医学部附属病院東7階病棟における小
児患者に付き添いされる保護者の方々の状況を知り
ました。

　小児患者が入院治療を受ける際、未就学児にお
いては常時保護者の付き添いが必要となります。し
かしその保護者の食事は病院から提供することはで
きず、保護者それぞれで調達をしなければなりませ

ん。調達の選択肢は主に自宅からの差し入れか病院
内のコンビニエンスストアで購入の2つとなります。
しかし、当院入院中の小児患者は松本地域だけでは
なく信州全域から来られること、また病院内のコン
ビニエンスストアで買う場合病棟専属の保育士に子
供を預けなくてはなりません。常時5～10人の小児
患者付き添いの保護者に対して１人の保育士の配置
であるため保育士が1人の子供を預かれる時間は限
られてしまいます。

　本課題に対して2023年から松本山雅FCと議
論・調整を続け、「ママサポ企画」の一環として松本
山雅FCの選手達に食事を提供する「喫茶山雅」が定
期的に小児患者に付き添う保護者に対して弁当を届
けるプロジェクトを協働することと致しました。本企
画の第1回目を6月26日に行いました。第1回目は弁
当を届ける際に松本山雅FCの選手の方々にも同席
して頂き、写真撮影やサインなどを通じて小児患者
に付き添う保護者を応援して頂きました（写真）。今
後も基本的に毎月開催する予定です。

　小児科には長期入院の患者さんが多くいます。そ
のため、入院中でも季節を感じられるよう、定期的
に行事を企画しています。7月23日に夏の最大イベン
トである花火大会を開催しました。最高気温36度に
もなった夏らしい日でした。スタッフは浴衣や法被を
着て、祭りムードを盛り上げます。縁日の夜店のよう
に、おもちゃを並べたコーナーで、子ども達はどのお
もちゃにしようか楽しそうに選んでいました。

　18時半に花火を開始してから、たくさんの手持
ち花火を楽しみました。炎の色が変わったり、なかな
か火が付かなかったり、様々な場面でいつもより大
きな声と笑顔ではしゃぐ姿が見られました。ナイヤガ
ラの滝によるフィナーレでは拍手喝采です。いつもは
治療で苦しい思いもある子どもも、この時ばかりは
満面の笑みで家族、スタッフとともに楽しい時間をす

ごしました。

　子どもが外に出た瞬間に言った「外は暑いね」と
いう言葉が心に残っています。私達にとって当たり前
の暑さも、入院中は感じられないのです。春の花見、
夏の花火大会といったイベントを通して、外気や季節
を感じる時間を作る大切さを感じています。秋から
冬にはハロウィン、クリスマス、節分が控えています。
これからのイベントも皆の笑顔が楽しみです。

小児科花火大会を開催しました

「ぼうしの会」のご紹介
信大病院で活動するボランティア

ぼうしの会　代表　松本　恵美子

東7階病棟　草間　恵里

　ぼうしの会では2009年から、タオルや手ぬぐいでケア帽子を作り、定
期的に持ち寄って患者さんに差し上げるボランティア活動を行っています。

　患者さんからは、タオル生地なので通気性もよく肌触りがいいと、喜ん
で使っていただいています。季節に応じて、寒い時期は厚手のものを、夏は
手ぬぐいで薄手のものを作り、生地の柄を生かした形のものも作っていま
す。患者さんが少しでも気持ちが明るくなり、前向きになっていただければ、
と思いながら一針一針、縫い進めています。ほかにも、「この帽子からがん
ばってと応援してもらっているような気がする」とか、「ほかの方の視線が気
にならなくなった」というお声をいただいています。

　治療で脱毛された方や、手術やけがで頭部の保護が必要な方は、各病棟、通院治療室および総合案内に
ケア帽子がありますので、どうぞ、看護師さんや病院スタッフの方にお気軽に声をかけていただき、お気に入
りのものを入手してください。会のメンバーは、より多くの方々にこのケア帽子を使っていただけると嬉しく
思い、励みになります。

　今後ともぼうしの会の趣旨をご理解の上、タオルの寄付（※）などのご協力を賜りますようお願いいたし
ます。※タオルの寄付受付は新品のものに限ります。

※世界メンタル ヘルスデーとは、世界 精神 衛生 連 盟
（WFMH）が、1992年より、メンタルヘルス問題に関す
る世間の意識を高め、偏見をなくし、正しい知識を普及す
ることを目的として、10月10日を「世界メンタルヘルス
デー」と定めました。その後、世界保健機関（WHO）も協
賛し、正式な国際デー（国際記念日）とされています。
（https://www.mhlw.go.jp/kokoro/mental_health_-
day/about.htmlより抜粋）。




